教育実習後家庭科自己評価レポート作成要領（規準１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実習生用）　

氏名（　　　　　　　　　　）

◎下記の要領で「規準１」について家庭科自己評価レポートを作成し，「規準１」にアップロードしなさい。

※中高実習Ⅰ（前期及び後期）で担当した授業について，下表の該当欄に，「対象」「題目」「授業形態」を記入しなさい。
	教科に関する科目
	実習校
対象校種学年
	授業の題目
	授業形態
講義/実習

	(例)被服学

	広島
中学1年
	衣服の洗濯
	講義

	家庭経営学

(生活経営概論等)
	
	
	

	被服学

（衣生活概論，衣生活環境論，衣生活デザイン論，衣生活科学演習，衣生活実践演習等）
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	食物学

（食生活概論，食生活栄養学，調理科学，食品科学，食品材料学，食文化論，食物学実験演習等）
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	[bookmark: _GoBack]住居学

（住生活概論，住生活環境論，住生活計画論等）
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	保育学

（人間発達概論，人間発達と家族，家庭看護学等）
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枠が不足する場合は適宜増やすこと



規準１　家庭科自己評価レポート課題
　上表の「教科に関する科目」の枠組みごとに（担当した枠組みのみで良い），次の①②について記述しなさい。このとき，教育実習前に記述した「課題」（規準１のルーブリック裏面）および関連の教科に関する科目の学びをふまえて，実習後の「成果」や「課題と今後の展望」をとらえること。
　①授業を設計, 実践するに当たり，関連の指導内容について十分な知識や技能をもっていたか。②それらの知識や技能を体系的，構造的にとらえて教材研究（どのような教材を取り上げるか，その教材に含まれる何をどのような順番で取り上げるのか）ができたか。




◎規準１自己評価：（書き込みの枠は自由に増やして良い[以下同じ]）





